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校章の由来

国分地方の名産であるたば

この葉をベースとして若人の

象徴である緑の色を用い,園芸

工学科,生活文化科,商業・情報

会計科のそれぞれの課程を三

枚の葉で表し,それが一つの

中心に向かって固く団結して

いく姿を表す形をとっている。

更に団結のきずなとして ,

校訓 (至誠。自律・敬愛)をた

ばこの花の形で表現し,中央に

金の色で高の字を配している。


